


［図表1］ 震災以降の客足の変化

［図表2］ 震災以降の賃貸ニーズの変化

LMCが震災後の賃貸マンション仲介動向を調査
外国人の退去や高層階の敬遠などが数値上でも明らかに

リーシング・マネジメント・コンサルティング（以下、LMC）は、

東京都内の賃貸マンション仲介店舗を対象としたアンケー

ト「東日本大震災後の都心賃貸マンション市場の動向」を

実施、その回答結果をまとめた。回収期間は5月24日～6

月14日で、回答総数は290店。

◎震災以降の客足の変化

まず、3月繁忙期の客足の変化についての設問［図表1］では、

87％にあたる250店が1割以上「減った」と回答した。最も多

かったのは「3割減」の31.6％で、さらに3割以上減の回答は

全回答店舗の半数以上にあたる146店にのぼった。

しかし、4～5月の客足については一転して「増えた」と回答し

た店舗が4割以上となった。これに「変化なし」を加えると6

割を超える。また「増えた」と回答した店舗に4月以降客足増

加が続いた時期を尋ねた設問では、「4月下旬」から「5月下

旬」にかけてがボリュームゾーンで、合計すると68％となる。

これらについてLMCでは「震災で減少した客足が4～5月に

かけて回復傾向に向かったと予想できる。震災後一か月がた

ち、余震や計画停電の影響が落ち着いたタイミングで、再び

引越しの検討が始まった」と分析している。

4～5月の客足が「減った」と回答した店舗に客足水準の回復

タイミングについて聞いた設問では、5～8月以内に回復する

という回答は2割にも満たなかった。第2繁忙期を含む年内

（12月まで）が36％、来年繁忙期が19％と、過半数以上が震

災後半年以上かかるという悲観的な見方をしているようだ。

なお、法人の客足については59.8％が「変化無し」と回答して

おり、減少幅は「2割減」が12.9％、「3割減」が9.8％と影響

は限定的だったとみられる。

◎震災以降の賃貸ニーズの変化

震災に起因する解約の有無を聞いた設問［図表2］では「あっ

た」が61％であった。この回答店舗に解約理由を聞いたとこ

ろ（複数回答可・以下カッコ内は回答数）、「外国人の帰国・

解約（50）」「転勤・就職・入学等の延期・中止（27）」「タワーマ

ンション・高層階の解約（25）」「家族または本人の帰郷によ

る住替（21）」が上位に位置している。これらの理由のうち「タ

ワーマンション～」「家族または～」については低層階やファ

ミリー物件への住み替えという新たな需要も予想されるが、

「外国人の帰国・解約」についてはLMCも「原発の影響が収

束しない以上すぐさま需要が回復するとは考えにくく、空室が

長期にわたる可能性がある」との悲観的な見方を示している。

また、震災後のエンド客の希望条件の変化についての設問

では、こちらも「あった」が71％であった。具体的な希望とし

ては「タワーマンション・高層階を敬遠（82）」「築浅物件（39）」

「耐震性能が高い（35）」「構造（RC以上）を重視（31）」といった

立地・構造に関する条件が並んだ。

LMCでは「空室情報の流通や広告の打ち出し方など、今後

のリーシング戦略を考える上では、仲介現場の動きやエンド

客の需要の分析が必要不可欠になる」との考えから、引き続

き同様の調査を実施し、結果を公表していくという。
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